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	表1. Hospital volume カテゴリー別の病院数、年間hospital volume、患者数
	HR =ハザード比. 95%CI=95%信頼区間. 調整済みハザード比では、診断年、性別、診断時年齢、がん進展度、切除範囲、化学療法の有無、放射線療法の有無、居住地域を調整した。 図1. Hospital volume別の調整済み5年生存率
	表1. 通院可能な駅のカバースコアによる医療施設のランキング．(A) 30分以内，(B) 60分以内．なお，矢印はAの順位からの変化を示す．↗︎ は上位化，→は同順，↘︎ は下位化したことを意味する．
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